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概 要 　初 期 流 産 ，黄 体機能不 全 ，排卵誘発例等 の 内 分泌 動 態 を 分 析す る た め の 正 常対 照 を得 る べ く，正 常月 経

周 期 16例 ，正 常 初 期妊娠14例 に っ き ， 排 卵 前 よ り可 及的経 日 的 に 血 中 LH （HCG ），　FSH ，　P，　 Ez，　HCG （RIA

法，RRA 法 ， 及 び β一subuni1 ： の RIA 法）値 を 測 定 し ，正 常域 （M ±SD ） を 設 定 し た ・

　1）　正 常 月 経周 期 に お い て は ，LH は 排卵期 に 鋭 い LH ピ ーク を 示 し ，卵 胞 期 で は 後 半の 方 が 前半 よ り も

高 く，黄 体 期 で は 前 半 の 方 が 後半 よ り も高値 を示 し ，
LH ピ ー

ク を 中心 と す る 山型 の カ ーブ を 示 し た ・卵 胞 期

の 平 均 は 黄 体 期 の 平 均 と ほ ぼ 同 等 の 値 で あ っ た ．

　FSH は LH ピ ー
ク に

一一
致 し て 小 さ な ピ

ー
ク を っ く り，卵 胞 期 の 方 が 黄 体 期 よ り高値 を 示 し た ・P は 1・H ピ

ーク 後 ，勵 乢 始 め ，＋ 6 口
〜

＋ 9Hllこ 6 ・91ml 〜18・ g！ml の 正常域 を 待 っ ピ ーク を 示 し・こ の 間 5 喞 ml 以

下 の 値 を 示 す 例 は 存 在 し な か っ た ．E ， は ，

− 5 口 よ り増 加 し 始 め ，− 1 日 に ピ ーク を 示 し ，次 い で O 目 が 高

く，十 1 日 に 極小 ， 十 6 〜十 9 日 に か け 再 び 小 さ な ピ ーク を 形 づ くる ．

　2）　初 期 妊 娠 に お い て は ，LH （HCG ）は 十 11日 に 正 常 月 経 周 期 の 値 を 有意に 越 し，十20 日 に は LH ピ 　ク

を 有 意 に 越 し ，十 21 日 以 降 急増す る ．FSH は LH と
一

致 し た 小 さ な ピ
ー

ク 後 ，妊 娠 が 成立 し て も卵 胞 期 よ り 低

値 の 黄体期 レ ベ ル を持 続 す る ．P は 十 12 日 よ り 正 常 月 経 周 期 の 値 を 有 意 に 越 し ，以 後 漸 増 し て 十 42 日 頃 ，一時

低
．
下 し ，そ の 後再 び 増 加 す る ．E、は 十 13 日 よ り 正 常 月 経 周 期 の 値 を 有 意に 越 し ，十 28 日 よ り急 増 す る ・

　HCG の β
・subunit は ，早 い も の で 十 9 口 よ り検 出 さ れ，　RIA ，　RRA 値 と も に 十49 口 頃 ピ ーク を 示 す ・

Synopsis　The 　human 　blood　LH （HCG ），　FSH ，　P ，　E2，　and 　HCG （β
・subunit ）in　subjects 　wi ［h　norma1 　menstrual 　cycle 　or

normal 　early 　pregnancy　were 　determined　to　obtain 　a 　clinical 　base−line　for　a5sessing 　the 　hormonal　changes 　in　various

gyneco】ogic 　disorders・

　1） In　n ・・m ・l　m ・n ・t… 1・y・1・，　LHh ・d ・ p ・ 。min ・ nt 　p・・k … vul ・・i・・ 、　sh ・wing ・ p ・ac ・i・ ally ・ymm ・ t・ic　cu ・ ve 　fr・m

follicular　to　luteal　phase．　FSH 　had　a 　small 　peak　concurrently 　with 　LH ，showing 　higher　values 　in　follicular　phase　than

in　iuteal　phase．　P　began　to　rjse　after 　the　LH 　pcak，　and 　showed 　a 　peak　on 　days十6−十 9．　E2　began 　to　rise 　on 　day
−5，

showed 　a　peak　on 　day− 1，beca．me 　minimum 　on 　day 十 1，then 　showed 　a　srnall 　second 　peak 　on 　days十6 十9．

　2＞　In　normal 　early 　pregnancy，　LH （HCG ）level　exceeded 　that 　ln　normal 　mens しrua 且cycle 　on 　day 十 11，　was 　above 　the

LH 　peak　on 　day 十20，　and 　rosc 　rapidly 　thereafter ．　FSH 　maintained 　the　usual 　luteal　phase 　level．　P　level　exceeded 　tha し

in　normal 　cycle 　on 　day 十 12，Tose 　gradual旦y　thereafter ，　dedincd　ternporarily 　on 　day　about 十42 ，　and 　then 　rose 　again ．

E2　level　exceeded 　that 　in　normal 　cycle 　on 　day ＋ 13，　and 　rose 　eminently 　after 　day 十28．　The β一subunit 　of 　HCG 　becarne

detectable　after 　day 十9，and 　showed 　a 　peak　on 　day　about 十49．

　　　　　　　　　　緒　　言

　初期流産，黄体機能不全 ，排卵誘発例な どの 内

分泌動態を検討す る た め に は ， まず正常対照 と し

て IE常月経周 期，正 常初期妊娠例の 内分泌動態を

充分把握 し ， し か る後 IC両者を比較す る こ とが 必

要で ある ．

　しか しなが ら，初期妊娠例 に つ い て ，同一人に

お い て ， 排卵前 よ り着床 ， 妊娠に 至 る経過を多数

例に て 連続的 に考察 し た報告 は み られな い ．

　そ こ で ， 著者は対照、とな るべ ぎ薬剤を用 い る こ

と な く自然に 排卵せ る 正常月経周期婦人及び ， 正

常妊娠
．
婦人に つ い て排卵前 より排卵期 ， 着床 ， 妊
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娠に 至 るま で 連続的に ， 血中 LH （HCG ），　 FSH
，

Pr・ gester・ ne （以下 ，
　 P と 略す），　 Estradi・1 （以

下 ，E
， と略す）を測定し，各 々 の ホ ル モ ソ 値 の

変化及 び正常域を比較検討 し ，
ヒ ト着床期周辺の

内分泌環境の 解明 を 行わ ん と し た ．

　　　　　　　　 対　　象

　慶応義塾大学病院 ，慶応健康相談 セ ン タ
ー

， 済

生会神奈川県病院の 各産婦人科を訪れ た 挙児希望

者中 ， 35歳以下で 排卵誘発剤を用 い る こ とな く，

自然 に 排卵 し ，某 礎体温高温期が 10 凵 以上 続 く症

例 を対象 に ，可及的経 日的 に採血 し ， 血中 ホ ル モ

ソ を測定 し得た 正常月経周期婦人正6例，正 常初期

妊娠14例 （妊娠 10週前後 ま で と し ，そ の 後順調 に

分娩に 至 つ た 症例） を対象 とした ．

　採血 は 原則的に 午前 中の 空腹時に 肘静脈 よ り採

血 し，血清分離後，ホ ル モ ン 測定 まで
一20℃ 1，c て

凍結保存 した ．

　血 中 ホ ル モ ン 測定法ば ：

　 1）　LH （HCG ），　 FSH ：第 1 ラ ジ オ ア イ ソ トー

プ社 の LH
，
　 FSH 測定キ ッ ト を用 い た RIA 法

6｝．

　 2）　Progesterone （P），　 Estradiol （E2）： 帝国臓

器 ， 神戸川 ・牧野両博 上提供に よ る P−3−・ x ・ −car −

boxymethyl−oxirne −BSA 抗体 ， 及び E
，

−6−Qx 。
−car −

boxymethyl−oxime −BSA 抗体を 用 い ，　 P は ，　 with −

out 　 ch τomatography で ，
　 E2 は LH −2D　 micro −

column を 用 い た RIA 法 に よ つ た
31
．

　3） HCG ： HCG の RIA は 帝国臓器 ・奥野［導

士提供 に よ る HCG 抗体を 用 い た 方法 ，
　 radi ・ rc −

ceptorassay （RRA ）は ラ ッ ト睾丸 ホ モ ジ ネ ー トを

recePtor とし て 用 い た 方法，　 HCG 一β一subuni 亡 （β一

subunit ） の RIA は 帝国臓器 ・奥村博 上提 供 に よ

る β一subunit 抗体及び ，β一subunit 　 standard を 用

い た 方法 に よっ た
7）．

　正常域 の 設定 は ，平 均 （M ）及 び ，漂準偏差

（SD）を 求 め ，　 M ± SD を 以 つ て 正 常域 と した ，

有意差計算 は Student の t−test に よ つ た ．

　 な お ，
LI−1 ピ ーク 日を 0 日と表わ し，そ れ よ り

以前を
一 1 日，− 2 日

……
， 以後を 十 1 日 ，十 2

日
……

， と表わ し た ．ま た 十 8 週 とは ，LH ピー

ク後 8 週を意味する ．即ち ， 最終月経第 1 日 よ り

起算す る Naegele の 妊娠週数 で は ， こ れ に 2 週

を加算す る ，

　　　　　　　　 成 　　績

　 1， 正常月経周期

　 1） LH

　 図 1 に 示 す如 く，卵胞期に お い て は 月経終了直

後 の 卵胞期前 半 よ り，LH ピ ー
ク に 近 い 卵胞期後

図 1　 正 常 月 経 周 期 の LH
，
　FSH

，
　 P

，
　E2 （M ± SD）
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　 　 　 　 day

半 の 方が LH は 高 く ，

− 2 日 よ り急激 な 上 昇を

示 し ，
LH ピ ーク は 153 ．7± 43．7mlU ！ml （］±

SD）を 示 し た後 ， 急激に 低下す る ．　 LI’1 ピー ク

後， 3 日 ま で は 15〜30mlU ！ml の 比較的高値を

示す が ， そ の 後 は 低 下 し て 卵胞期前半 と 同様 の
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図 2 　排 卵 期 に お け る LH
，
　FSH ピ

ー
ク の 持

　続時間

m ．u ／nI

150

⊥00

5D

LH　peak

　 一2 日　　　 　一1 凵

mIU 恤

2n

時間 一4E−q2−3E−30−？4−le−i？−6　 0　 5　 12　18　24　ヨP　16　42　48

　 　 　 　 　 　 　 　 　 0 目

lo

lH 　　　　　2 日

6〜9mlU ！ml の値を示 す ．

　卵胞期 の平均は 12・5±6・3m・IU ！m エ と ， 黄体期

平均の 10・6± 7・9mlU ！ml とほ 章ま同一
レ ベ ル を 示

す．卵胞期前半 の 平均9・9± 5・2mlU ！ml は ，卵

胞期後半 の 平均 14．1±6．3mlU ！m エ よ り有意 （p 〈

0．Ol）の 低値を示 し ， 同様に 黄体期 に お い て は ，

前半 12・5± 9・lmIU ！ml の 方 が ，後半 8・4± 5・5

mlu ！ml よ り有意 （p く 0・01） に 高値を示 し て い

る ．

　LH ピー
ク の 持続時期を み る た め ， 3例 に つ い

て 排卵 日前後 に 6 時間毎に採血 し た とこ ろ ， 図 2

に 示 す如 く ，

− 12時よ り LH は 急上 昇を 開始 し

十 24時 の 36時間後に ， ほ ぼ前値に 戻 つ て い る ．

50mlu ！ml 以上 の 高値 を 示 し た の は ，

− 6 時 よ

り十 6 時 の 12時間で あつ た ，

　 2）　FSH

　 FSH は 図 1 に示す如 く，
　 LH ピ ーク と 一致 し

て 28 ・1± II・9mlU 〆ml と小 さな ピ ーク を 示 す ．

卵胞期 の 平均 10・9± 4 ・9mlU ！ml は ， 黄体期 の 平

均5．1土 3．8mIU ！ml よ り有意 （Pく 0．001）に 高値

を 示 し た ．卵胞期前半 10．1±3・9mlU ！ml と，後

半 の 平均 （11．4± 5．4mIu ！ml ）と の 間に は ， 有意

差な く ， ま た 黄体期前半 （5・4± 4・2mlu ！ml ）， 後

半 （4・7土 3・1mlU ！ml ） の 平均 の 間 に も 有意差は

み られな か つ た ．

　FSH の ピ ー
ク 持続時間 （図 2 ）は ，　 LH と同

様 ，
− 12時 よ り＋ 24時の 36時間 の 持続を示 した ．

　 3） Prog　ester ・ ne （P）

　 P は LH ピ ー
ク 後 よ り　lng！ml 以上検 出され，

次第に 増加 し十 6 日 ： 11・5± 5・1ng！ml ， 十 7 日 ：

12・0± 5・8ngfml
， 十 8 日 ： 12・0±4・4ng／ml ， 十 9

日 ： 11．8±3．8ng！ml と 4 日間 ピ ーク を示 し た 後，

低下す る．ピー
ク 時 の 正 常域は 6ng！ml 〜18ng／ml

を示 し ，
ピ ーク 時に 5ng！ml 以下 の 値を 示 し た 例

は ，16例中 1例 も存在 しなか つ た ．

　 4）　Estradiol（E ，）

　E2 は ，− 5 日 よ り次第に 増加 し 始め
一 1 日 ：

250 ．9± 79，3pg！ml と最大 の ピー一ク を 示 し ， 次い

で 0 日 ：226・1± 140・OP9！m1 と高値を 示 し た 後，

十 1 日に 104・7± 51・8P91m1 と極小値を形成す る．

P と 同様 十 6 日 ； 174．6± 51．8P91m1
， 十 7 日 ：

151・o±60・oP91ml， 十 8 日 ： 142．6± 49・gP91ml
，

十 9 日 ： 160・〔址 70．Opgfml と 着床期 に 一致 して

な だ らか な山 を つ く り再 び低下す る ．

　 2． 正常初期妊娠

　 1）　LH （HCG ）

　 図 3 は排卵前 よ り連続観察 14例 の 個 々 の 値を プ

ロ
ッ ト し た もの で あ り，図 4 は 図 3 の 値 よ り正常

域 （M ± SD ）を求め 図示 した もの で ある ，

　 LH ピ ー
ク後 ， 十 21日ま で は各例 ともほ ぼ同

一

傾向を もつ て推移す るが ， ＋ 21 日以降は多様 で ，

直ち に 急上昇す る も の
， やや遅れ て 上 昇する もの

が ある ．

　 LH ピ ーク は 158・3± 66・5mIu ！ml と，正常周

期 と同一 レ ベ ル を 示 し，以後急激に 低下 す る ．

十 7 日 よ り正常周期の 正常域を越す例 が出現 し ，

十 ll日に は ， 正常周期 の 正常域 10．4± 2．6mIU ／

ml に 対 し ， 初期妊娠例 で は 28．2± 13．8mlu ！ml

と 明 らか に 正常周期を 越す よ う に な り ， 有意

（p＜ 0．001）に 高値を 示す様 に な る ．＋ 20 日に は

N 工工
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図 3mlU
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正 常初期妊娠 の 血 中 ホ ル モ ン 値 の 変 動
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図 4　 正 常初期妊娠 の 血 中ホ ル モ ン 値 の 正 常域
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247．5± 115．OmlU ！rn1 と ，LH ピ ー
ク よ り有意 の

高値 を示 す よ うに な り，十 21 日以降 は指数閥数的

に LH （HCG ）は 急上昇す る ．

　 2）　FSH （図 3 ，図 4 ）

　FSH は正常周期 と同様 ，卵胞期は 黄体期に 比

し やや 高値 を示す傾 向が あ る ．排卵期 の ピ
ー

ク は

20・o± 7・5mIu ／ml と止常周期 の 28．1± lLgmlu1

．7　　0 　
一厂　’」4 ＋2」　亨2臼　＋55 ，42 ＋49 ＋5巳 tbi 　←．，」

臼9／Tl 　

　 2ロ
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　 　 　 　 　　ト’　キtC　　ヱ’キ28t ］う

蟹
鋤

潟

6C．¢150040G5

〔）C．

〜GO

つ ．o

　 　 　 　 　 」〔1
｝
．

＋ ＄冂

∵：1賑 SD 〕

＋　 　 Tるヨ マとヨ＋F ｛＋7c

／
．

デ

M ± SD ｝

一厂　　D 　｝7 　＋14 ↑P1 卞 ‘お 十⊃ う 十 4と 十 49 十 55 十 6］ 十 7D

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 dOy

ml よ り 低値を 示す ．妊娠成立後 は FSH は 10

mlU ！rnl 以
一
下の 黄体期 レ ベ ル を持続す る ．

　 3） P （図 3 ，図 4 ）

　 P は 正常周期 と 同様 ，
LH ピ ーク後増加 し 始

め ，正常周期 で は ＋ 10 日以降低下 す る が ，妊 娠例

で は ，そ の 後も低 下 せ ず に 10ng／ml 以上 の 値を示

し つ つ
， ゆ つ くり 上 昇す る ． 十 12日に は 正 常周

期 （8・1± 2 ・4rlg！m1 ） よ り 有意 （P〈 0・01） の 高

値 （13．0± 4 ．Ong／ml ）を示す よ うに な る ．十 42 日

（＋ 6 週 ，妊娠 8 週）に は ，

一・
時低下を 示 す が ，

そ の 後は 妊 娠未期に 向つ て漸増す る ．

　4）　E2 （図 3 ， 図 4 ）

　E
， は 一 3 日か ら 0 日に か け 正常周期 と 同様の
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ピ ークを 示 し ，
ピ ーク の PLII｛k − 1 日 の 220・0±

32．OP9！m1 と，正常周 期 の 250・9± 79・3Pgfmlよ り

低値だ が有意差 はな い ．排卵後 ，低下 し＋ 1 日に

極小値を示 し ， 再 び上 昇開始 し ，
＋ 13日 に は 180・0

± 37．OP91ml を 示 し ，正常周期 の 88・5± 40・5P91

ml よ り有意 （Pく 0・Ol） の 高値を 示 す よ うに な

る．HCG の 急増期十 21日 よ り 7 日遅れて 十 28日

よ り E
、 は急激 に 増加す る ．

　5）　HCG （図 5 ）

　RIA 法に よ る HCG は ，
　 LH と の 交叉反応 は

あるが ，早 い も の で は十 9 日に 150mlU ！ml を示

　　図 5 　 正 常初期妊娠 の HCG 値 の 変動
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し ， ＋ 18日以降 は IIU ！ml と mlU の オ ーダ ーか

ら IU の オ
ー

ダ
ー

の 値を 示す よ うに な り，以後

急上昇す る ．＋49日 （＋ 7 週 ， 妊娠 9週） 前後に

ピ ーク を 示し ，以後低下する ．

　 RRA 法に よる HCG 値は ，　 RIA 法 よ り感度が

悪 く ， 十 15日以降 ，
IU ！m1 の オ

ー
ダ
ー

で 検出 さ

れ る ．

　 非特異性反応 を 考慮 し て RRA 法 の 感度を 50

mIu ！tube （0・51u ！m1 ） とす る と，十 14日 ｝こ 検出

さ れ た もの が最 も早 く， こ の 症例 の 十 140 に お け

る RIA 法 に よ る HcG 値は 300mIu ！ml ， β一sub −

unit 値は 1・lngfml で あつ た ．　 RRA 法 で は RIA

法 と同様 に 十 49日前後に ピ ーク を示 し た ．

　β
一subunit 抗体を 用 い た RIA 法に より β

一sub −

unit を測定す る と ， 早 い もの で は 十 5 日 に 0・6n91

ml の β一subunit を検出し て い るが ，著者は こ の

RIA 系の 非特異性反応 を考慮して lng！ml 以上検

出 され た 時点を 以つ て β一subunit 検出と し た ．こ

れに 従 うと ， β一subunit は 十 9 日に 検出 さ れ た も

の が最も 早 か つ た ． こ の 症例 の ＋ 9 日 に おけ る

HCG 値は ，
　 RIA 法 に よ る と50mlU ！ml ，　RRA 法

で は 感度以下で あつ た ．β一subunit 値を 測定 し た

9例 の うち ，
＋ 9 口 に β一subunit 値を 検出 で き

た も の ： 1例 ， 十 ll目 ： 1例 ， 十 13日 1例 ，十 14

日 ： 2 例 ， 十 15日 ： 1例 ， 十 16日 ： 1例 ， 十 20

日 ： 1例 で あ つ た ．

　図 6 は ， 排卵前 よ り着床 ， 妊娠に 至 る ま で連続

観察 しえた もの の 1例 で ある ．

　 LH ピ ー
ク btk210mlU ／ml を 示 し ，十 11 日 に は

LH （HCG ）は37・9mlU ！ml ， 十 14日 ： 59mlU ！ml ，

十 16日に は 157mlU ！ml を示 し た ．　 FSH ピ ーク は

LH ピ ーク と同 日に ，9・OmIU ！ml を 示 し，そ の

後は ，1・9mIU ！ml 以下 の 低値を示 した ．

　P は 十 5 日 に 12．9ng！m 玉 を 示 し ， 以後漸増を示

す ．E
， は 一 1 日に 192．9P9！ml と ピ ー

ク を示 し，

0 日 ：98・OP91ml と低下 ，
十 14 日 ：228 ，6P9〆ml を

示 し て ，以後漸増 し た ．

　RIA 法 に よ る HCG 値は 十 11日 ：56mlU ！mI

を示 し ，十 14 日に は 260mIU ！ml を 示 し て い る ．

　RRA 法 に よ る HcG 値は 十 17日 ：o ・81u ！ml と
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図 6　 正 常 初 期 妊 娠 の 血 中 ホ ル モ ン 動 態
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RIA 法 よ り検 出が 遅 れ て い る ．β一subunit 値は ，

十 14日 ：o．99ng！ml ， 十 17日に 1．92ng！ml を 示 し

た ．

　　　　　　　　　 考 　 察

　 LH は い ずれ の 報告も 排卵期 に 鋭 い LH ピ ー

ク を認め ， そ の 値 は Midgley 　et 　 aLl5 ）
の 47．8±

2・2mlu ！ml （M 十 sE ）を 除 い て ， 多 くは 100mIu ！

ml 以上を示 し て い る．著者は 卵胞期前半 よ り，

排卵期 に近づ く卵胞期後半 の 方が有意 に高値 で あ

り，黄体期前半は 後半 に比 し，有意 に 高値を 認 め

た ．即 ち ，
LH ピ ーク を 中心 に鋭 い 山型 の カ ーブ

を描 く．卵胞期は 黄体期 よ り有意 に 高値 を 示 す と

の 報告
4 〕16 ）19 ）

もある が ，著者は ，そ の傾向は 認め

るも有意差は 認め な か つ た （pく 0・1）．

　 FSH は LH ほ ど著明 で は な い が ，い ずれ の 報

告 も FSH ピ ー
ク を認め て お り，著者 と同様 ，卵

胞期は 黄体期 よ り有意 に 高 い と述 べ て い る報 告が

多 く
16 ）

， 卵胞成熟に 占め る FSH の 役割 の 重要性

を示唆 し て い る ．

　 LH
，　FSH ともに ，

ピ ーク を 中心に ± 3 日に は

ベ ース ラ イ ソ に 戻 つ て い る ，排卵期 に お け る LH
，

FSH の ピーク の 持続時間は ， い ずれ も
一12時 よ

り十 24時 ま で の 24〜36時間持続 して お り 4 〜 6 時

間 お きに 採血 し た MidgIey 　et　 aLi5
）

の 報告に ほ

ぼ
．一一

致 し た ． Midglt・y は 5 例 に つ ぎ 4 時間毎 に

採血 し ，LH ピー
ク の 持続時間 は 1 日以 卜，

　 FSH

ピー
ク は ll 以 内持続 し ，

　 LH ピ ー
ク の 開始時間

は FSH よ り早 い と述べ て い る．

　 P に つ い て は CPPB （Competitive 　protein　bin−

ding　 metllod ） に よ る報告は 多 くみ られるが RIA

法に よ る 測定 の 報告は 少な い ，CPPB 法に ょ れ

ば卵胞期 の 如き低濃度 の 領域 で は ， RIA 法 よ り

2 〜 3倍 の 値を示 し ， P が 高濃度に なる に つ れ ，

そ の 差は 縮 まり， 妊娠後半に は 1．5倍を 示 す と い

い （宮川 ら
5〕
），

こ の 点を 考慮 し て 比較す る 必要

があ る．また ，黄体期全体の平均値に つ い て述 べ

た報告は 多 い が ， P の ピ ーク の 時期 ，ピー
列直に

つ い て 述べ た 報告は 少な い ．P の よ うに 着床期に

一つ の 山を示 す場 合 ，
ピ

ー
ク 値及びそ の時期が 問

題 とな り，黄体期全体 の 平均値 は 意味を も た な

い ，

　RIA 法 に よ る P の ピー
タ に つ い て

， 薯者 らは ，

＋ 6〜＋ 9日の 着床期に 12± 3〜5ng／ml の 値を示 し

た ．　Abraham 　et 　al ．6 ）

　（・よ 一十．5〜一｝−101］1・こ 10〜20ng！
rnl の ピ ーク を 認め ，　 Strott　 ct 　 al ．zz ）

は 十 6〜十 8

日に 平 均7・6ngfml の ピ ー
ク を 示す．と述 べ て い

る．一
方 ，

CPPB に よ る 報告で は ，南川 ら
4）

ば ，

十 7 日が ビ
t一ク で ，十 4〜十 12H の 9 日間 は ，

10

ngXml 以 Lを 示す とい い ，　 JohanssOn　 et 　aLIE ）
は

＋ 6〜＋ 10H ： 10ng！ml を示 す と述 べ て い る．

　著者 の デ
ー

タ で は ，P の ピーク を 示 す 十 6〜十 9

日の 下限 （M −SD ）は ，
5ng！ml 以下 を示 し た症例

は 1例 も存在 しな か つ た ．こ れ に よ り，著者 は 黄

体機能の 正常域は ，
ピーク時に 5ng！m1 以上 を示

す こ とを必要条件 と し ， 黄体機能不全 診断 の
一

つ

の 根拠 とした ．

　LH ピーク と P の 増加 の 時期 に 関 し て は ，
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Moghissi　 et 　 aLl9
）

は ，　 LH ピ ー一ク 前 に P の 増加を

認 め て お り，Mishell　et　al．IG ）
， Johansson　et　aLlz ）

は LH ピ ー
ク後 より P の 増加を 認め て い る ，著

者は ， LH ピ ー
ク 前 に lng！ml 以下 の P を認 め た

が ， 著者の 用 い た without 　 chromatography に よ

る RIA 法 で は
，

1ng！ml 以下 は 感度の 上 か ら信

頼性乏 し く， P の 分泌 と LH ピ ー
ク の 時期に つ

い て 明言する こ とは で きない ．

　 E2 は ，月経後，徐 々 に 増加 し始 め ，− 5 日か

ら急増 し，− 1 日に は最大 の ピ ニ
ク ，次 い で 0 日

で あつ た ．そ の 後急減 し ， 十 ］ 日は 極小値を示 し

て そ の 後 に 再 び増加 し て ，十6〜 十9日に か け150

pg！ml 前後 の 低 い 山を つ くる ．

　 Abraham 　et　 a1．s ＞
は 一1〜0日に 250P9！ml の ピ

ー
ク ，極小 は

一 2 日 ，十 4〜十 10日｝こ 120P9／ml の

プ ラ トーを ，
Mishell　 et 　 a1 ．16〕 は O−一一1日に 235

（150〜 350）pg／ml の ピ ーク を 認め ， 十 5〜十 12日

に 112pg！ml の 第 2 の 山 を認め て い る．Ko 「enmann

et 　al ．’4）
は ，

ピ ーク ： 395P9！m ］
， 黄体期中期 ： 130

pg！ml と ，
E

， に 関する報告は ， ほ ぼ
一

致を み て

い る．

　 E
， と LH ピーク との 関係 に つ い て ，　 Korenman

は 文献上 ， 32例 に つ い て 調 べ ，10例 は 0 日 ，13例

は 一 1 日，7 例は 一 2 日， 2例 は 一3 日に E2 ピー

ク が ある と報告 し て お り，E
， が引き金 と な つ て

LH ピ ー
ク を起し て い る可能性は極め て 強い と言

える ．

　 正常初期妊娠 の ホ ル モ ソ 動態は 同一人 に お い て

排卵前 より連続した報告は ，尿 中ホ ル モ ン で は ，

飯塚
2）

，Brown 　et 　 al ．9 ）

等 の 報告が み られる ．

　 血中 ホ ル モ ン で は HMG −HCG 療法 に よ る妊娠

例に つ き ，
Yoshimi　et　 al ．2s） （9例 ： LH （HCG ），

FSH
，
　P

，
170HP ），

　 Czygan　 et 　 al ．10）

（4 例 ：LH
，

FSH
，　 HPL ），青 野 ら

1）
（1例 ： LH

，
　 FSH

，　 P ），

等が あ り， 正常初期妊娠に つ い て は Mishell 　 et

aLis
）
（3 例），　Parlow　 et　 al ，zc ウ

（1例）が各 々 ，

LH （HCG ），
　 FSH

，
　 HCG に っ い て 述べ て い る ．

し か し ，血 中 ス テ ロ イ ドホ ル モ ン を も報告 し た

文献は ，
Mishell　 et 　 a1 ．1s） （3例），　 Johansson　 et

aL13
）

（5 例）中村
7）

（14例） と極 め て 少 な い ．
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　 LH （HCG ）は 排卵期 に 正常周期 と 同 じ レ ベ ル

の LH ピ ーク を 示 した後 ， 十 11日 に は 正 常周期

の LH レ ベ ル を有意 に越 し ， 十20 日に は LH ピ

ー
ク の 値を も有意 に 越す よ うに な る ．＋21 日以降

は 急激に 指数関数的に 増加す る．

　LH （HCG ） の 増加時期に つ い て は ，十 9 日
11）

，

十 11〜十 1418）日の 報告が あ り， 急増の 時期は ，

十 20〜十25日
18 ）

， 十 29日
2°）

と ， 著者 の データ と よ

く
一
致した ．

　HCG の検出時期に つ い て は ， 著者 らは ， β
一sub −

unit に て ， 十 9 日に 検 出を み とめ て お り ， 遅 い

もの で 十 20日 で あつ た ．Mishell　 et 　 al ．18 ）
は 同様

に β一subunit を 十9〜十 11日 に ，　 Johansson　et　aL13
｝

は 5 例 の うち 十 9 日 ： 1例 ， 十 10日 ： 3例 ，十 11

日 ： 1例 ，と報告 し て お り，早 い 例 は い ずれ も十

9 日 よ り HCG の 分泌を認 め て い る ．

　RRA 法に よ り ， 初期妊 娠 の 血 中 HCG を測定

し た 報告は ，
Rosa12i） が 十 8〜十 10日 HCG を み

とめ た報告の み で あ る ．著者 の RRA の 測 定感度

は 0・51U／ml で ，検出時期 も十 14日 で あ つ た ．

FSH は 排卵期 セこ 小 さな ピ ーク を み とめ ， そ の 後

は 卵胞期 よ り低 い 値を 持続 し た ．HCG 検 出後 ，

FSH は低下す る との 報告
1t）’17）’2°）

もみ られ るが ，

著者 らの データ で は ， そ の 傾 向は み られ な か つ

た ．FSH は元来 ，低値で あ り，測定法 自体に も

問題があ り ，
こ の 点，今後の 検討が必 要で あろ う．

　 p は LH ピーク後増加 し ， 十 12日 よ り 正 常周

期 よ り有意 の 高値を示す よ うに なつ た ．J・hanss・ n

et　al．i3｝

は HCG 検出まで は ， 非妊 娠時 と同 じ レ

ベ ル を示 し ， 十 11日 よ りP は 有意に増加する と ，

著者 とほ ぼ一致 し た成績を示 し て い る ，LH ピ ー

ク 後 ， 十 9週
27）

， 十 6〜十8週 10）
， 十 9週 13）

に
一時 ，

低下を示 す と の 報告が み られ ，著者 らも 同様 に

十 49日 （十 7 週，妊娠 9週末）に一時低下 を み と

め て い る．

　E2 は
一 1 日に ピ ー

ク ， 十 1 日 に 極小値 を 示

し，そ の 後増加 し，＋ 13日 よ り正常周期の値を有

意、に 越す よ うに な る ．E2 の 急増期は ，　 HCG の

急増期 の 十21 日よ り 1週 間遅 れ の 十28日か らであ

つ た ．Mishell 　 et 　 aLi7
）

は ，
　 E2 は HCG 検出と
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共 に増加 し始め ，十 4 週以後急激に増加を認 め，

J・hanss・ n　 et　 al ．
’3）

は ＋ 15日 よ り非妊娠時に 比 し

有意に 高値を示 す ，と述 べ て い る ．

　 こ の よ うに ， 初期妊娠 の 血 中 ホ ル モ ン 動態 は ，

い ずれの 報告 も，ほ ぼ一
定の デ

ー
タ を示 し

，
HCG

は早 い もの で 十 9 日 より検出 され ，P の 増加は そ

れ よ り少 し遅れ た ＋ 11〜＋ 12日 よ り開始 し ，

一＋−7

〜十 8週 に
．．・時低 下す る ．

　 E
， は ，P よ り少し遅れ て ＋ 13〜＋ 15日 より正

常周期を 越す よ うに な り， ＋ 28 日以後急増を 示

す ．こ れ らは ，Yoshimi　 et 　al．23 ）
が ，妊娠黄体機

能の 最高期は 十 4週 で ，妊娠黄体の 寿命ぽ約 10週

との 報告 に よ く
一

致 し ， それ以後は ス テ ロ イ ドホ

ル モ ン 産生は 胎盤 へ 移行す る もの と思われ る ．

　 以上 ，著者 らぽ 正常周期 ，正常初期妊娠 の 血中

ホ ル モ ン 動態を 同
一人 に て 経 日的 に 多数例 に つ い

て考察し ， 正常域を 設定す る こ とが で きた ．ま

た ，こ の 正常域を 対照 と し て 比較す る こ とに よ

り，初期流産 ，黄 体機能不全 ，排卵誘発例等 の 内

分泌動態の 解析が ，よ り正確 に 行なえ る よ うに な

つ た ．

　 稿 を 終 る に 臨 み ，御 指導，御 校 閲 を い た だ い た 恩 師 慶

応 義 塾 大 学 産 婦 人 科 飯 塚 理 八 教 授 に 深 謝 い た し ま す ．ま

た
， 終 始 直接御 指 導 と 御助 言 を い た だ い た 中 村 幸 雛 講

師，済生 会 神 奈 川 県 病 院産婦 人科 ・仁科進 弘 馨 長 に 深 謝

致 し ま す ．ま た ，研 究 遂 行 に 当 D 御 指 導，御 協 力 い た だ

い た 研 究室諸 兄，慶 応 建 康 セ ソ タ
ー

婦 人 科研 究 室 ・榎 本

悦子，橘 川 絹代 両 女史 に 深 謝す る と と も に ，RIA 抗 体

を 提 供 下 さつ た 帝 圜 臓器 K ．K ．神 戸 川 明 ，牧 野 拓 雄，奥

村一
， 各 博 士 に 感謝 い た し ま す ．

　本 論 文 要 旨 は 第 29回 （秋 田，廴977），口 本 産 科 婦 人 科 学
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